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要 旨   

 

近年、アルコールの使用と感染症に関する知見が蓄積されつつある。この論文では、ナ

ラティブレビューの手法を用いて、4つの異なる感染症の発症と治療結果におけるアルコ

ールの役割について論じている。これらの感染症には、これまでの比較リスク評価に含ま

れていた 3つの疾患-ヒト免疫不全ウイルス（HIV）/AIDS、結核、下気道感染症/肺炎-

と、最近急速に国際保健上の問題となっている重症急性呼吸器症候群コロナウイルス 2

（SEARS-CoV-2）が含まれている。アルコールに起因する結核、HIV、肺炎を合わせた

2016年の死亡者数は約 36万人、失われた障害調整生命年（DALY）は 1300万人で、アル

コールに起因する結核の死亡者数と DALYが圧倒的に多くなっている。アルコールは、行

動学的および生物学的なメカニズムを通じて、HIV、結核、肺炎の発症率の増加や治療成

績の悪化と関連しているという強力な証拠がある。予備調査では、大酒飲みとアルコール

使用障害のある人は、COVID-19感染と重症化のリスクが高いことが示唆されている。HIV

の研究は別として、アルコールに起因する結核、肺炎または COVID-19に対処するための

介入策を導くことができる研究は限られている。感染症の負担を軽減する手段として、効

果的な個人レベルの介入とアルコール管理政策の実施が推奨される。 

 

 


